
１．技術体系の特徴

人 ａ １．

２．

経営耕地面積 水田 ３．

畑
４．

1 千円 4 円
2 千円 5 時間
3 千円

注）

２．資本装備と減価償却費

数 量
所 有
割 合

耐 用
年 数

千円
一式 1 7

1 1 7
1 1 7
1 0.33 7
1 1 7
1 1 7
1 0.33 7
1 0.33 7
1 1 5

防霜ファンは、茶園の50%に設置し、生産
安定を図る。

目標収量は、標準技術で達成可能な収量
とし、「やぶきた」成園の10a当たり生産量
で一番茶550kg、二番茶400kg、三番茶
250kgとする。　注）

品種は早生品種「さえみどり」等を４割、
「やぶきた」５割、晩生品種「おくゆたか」等
１割とし、、荒茶製造は委託加工とする。

生産性・作業性の向上のため、定期的に中切・深刈更新を実施して後の摘採を行わない茶園（二番茶は面積の２割、三番茶
は面積の５割を不摘採）や、品種により栽培面積が異なることになるため、経営全体における実質的な平均生葉収量は、
10a換算で一番茶５５５kg、二番茶３２８kg、三番茶１１３kg、合計９９６㎏とする。

栽培方式は高品質茶生産を図るため、被
覆栽培とする。

300

300

経営類型
家族
労働力

茶（乗用型
－共同利

用）
1.5

茶（乗用型－共同利用）

想定した品目 茶（乗用型－共同利用）

品目・栽培型及び規模 経営・技術の特徴

2,000
1,290

農業総収入 11,576 １日当たり農業所得

農業所得
経営目標

建
物
・
施
設

取得価格

8,267
農業経営費 9,576 １人当たり年間労働時間

633

年 間
償 却 額

150a　3～4.5kw／10a 8,865

種類・規模 型式・構造・能力

千円
防霜ファン

633

２７．５ｐｓ 1,847

20
32

132

自走式両面裾刈機 ２３ｃｃ 208

計 8,865

動力噴霧器 １５ｐｓ 444

自走式肥料散布機

農
機
具

管理機(浅耕機） ８４ｃｃ 282

乗用型摘採機（浅刈、刈捨装置を含む)

15
可搬型せん枝機（中刈） ３４ｃｃ 46 3

８１ｃｃ 329 23

普通トラック ２ｔ車 2,300 230
自走式深耕機 ９８ｃｃ 153 11

計 5,608 466
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３．技術体系
１－１)　作　業　体　系　(乗用型）

技術内容
作業
時期

使用
機械
器具

組み
作業
人員

実
作業
時間

延べ
作業
時間

施肥 　春肥 　施肥基準による。
2月下～3月上旬 1 1.3 1.3
　芽出し肥
4月上旬 管理機 1 1.0 1.0

浅耕 　追肥Ⅰ
5月中～5月下旬 1 1.0 1.0

栽 　追肥Ⅱ
6月中～下旬 1 1.0 1.0
　秋肥
8月下～9月上旬 1 1.4 1.4

培 除草 4月下旬 1 2.0 2.0
6月上旬 1 2.0 2.0
7月中旬 1 2.0 2.0
8月中旬 1 2.0 2.0
10月下旬 1 2.0 2.0

2月上～中旬 動力 2 2.0 4.0
2月中～下旬 噴霧器 2 2.0 4.0
4月上旬 2 2.0 4.0 　殺ダニ剤
5月下旬 2 1.0 2.0 400ℓ/10a

理 7月上～中旬 2 1.0 2.0 　殺虫･殺菌剤
8月中旬 2 1.0 2.0 200ℓ/10a
8月下旬 2 1.0 2.0 　クワシロカイガラムシ

9月中旬 2 1.0 2.0 1,000ℓ/10a（2年に1回）

被覆 一番茶期 2 0.8 1.6 化繊寒冷紗
二番茶期 2 0.8 1.6 ６００ｍ

茶用ピンチ

摘採  一番茶
摘 4月中～5月上旬 1 1.1 1.1

 二番茶 （共同利用）

6月中～下旬 1 0.8 0.8
 三番茶
7月中～下旬 1 0.8 0.8

採

整枝 3月上旬 1 0.2 0.2

5月上～中旬 （共同利用） 1 0.3 0.3
整

6月中～下旬 1 0.3 0.3

7月下～8月上旬 1 0.4 0.4

10月中～下旬 1 0.6 0.6
枝

（10ａ当たり：人、時間）

作業の
種類

栽培技術 作業体系

使用資材 技術の重要事項

　畦間全面に施
肥したあと、管
理機で浅耕す
る。

自走式肥
料散布機

　肥効調節型肥料使
用の場合は、追肥を
省くことが出来る。

　芽出し肥に液肥を
施用する場合は乗用
型防除機を活用し、
株元へ散布する。

　摘採面及び株
元の除草を人力
で行う。

管
病害虫
防除

　葉裏まで十分
付着するよう散
布する。

　病害虫防除基準に
よる。

品
質
向
上

　被覆は直接
掛けとする。

　期間は、一番茶で7
～10日間、二番茶で
5～7日間行う。
　遮光率60％程度の
ものを用いる。

　一番茶は出開
度40～70％、
二･三番茶は出
開度50～60％を
めどに摘採す
る。

乗用型摘
採機

　各茶期とも適期を
逸しないように、計画
的に行う。
　三番茶芽の芽伸び
不良園では摘採を中
止し、良好な園では
８月上旬までにせん
除する。

　萌芽前に新芽
を切断しない高
さで摘採面を整
える。

乗用型摘
採機

　一番茶萌芽前に樹
冠面の乱れが見られ
る場合は、整枝を行
う。

　刈番は摘採14
～16日後に行
う。

　二･三番茶萌芽前
に遅れ芽が見られる
場合は、萌芽前に再
整枝を行う。　三番茶芽及び再

生芽は8月10日ま
でに行う。

　秋整枝は秋芽の硬
化を見て行い、寒害
常襲地では春整枝(2
月下～3月上旬）を
行う。

　秋芽の芽数が
多い位置で行
う。
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